第２学年　道徳指導案

１　主題名　　　　集団の中で自分のやるべきことは　　〔４－(４)　集団生活の向上〕

２　資料名
「チームワーク」（中学校道徳自作資料集）
３　主題について
(1) 生徒観

本学級の生徒は学校祭の合唱コンクールなどを通して、少しずつ集団としてのまとまりが出てきた。しかし、給食やＳＴの前などの様子を見ていると、クラス全体で一つの行動をとらなければいけないときに、自分たちの行動を客観的に見ることができずに、自分勝手な行動をとってしまう生徒も少なくない。学級委員など一部の生徒は声をかけているが、自分の利益を優先させたり、自分との関わりの薄い人に無関心だったりと、非協力的な生徒もいる。
(2) 主題観

人間は一人では生きていけず、わたしたちは毎日の様々な人間関係の中で生活している。その中で生きていくためには、自分の属する集団の意義を十分理解することが大切である。そして、その集団の一員としての役割と責任を自覚して、集団としての目標を達成する中で、集団生活の向上が図られ、自己の実現もなされる。したがって、集団においては、互いの人間関係を大切にするとともに、励まし合い、協力し合うことが大切である。
２年生は後期に入り、生徒会、委員会、部活動などで中心となり、学校という大きな集団を支えていく立場になる。そういった自分たちの立場を自覚し、自分や自分の身近な小集団のことだけではなく、学級、学年、学校という大きな集団をイメージしながらよりよい集団作りをめざすことで、それぞれが協力し合い、足りない部分を補え合えるような人間関係づくりをさせていきたい。

(3) 指導観

本資料「チームワーク」は、自分の利益を優先させたり、自分との関わりの薄い人に無関心だったりする主人公の大川めぐみや他の部員たちと、チームのことを考えるキャプテンの安田香織との意識の違いが明確に描かれている。学校内での出来事ということで、生徒たちは自分たちの問題として比較的とらえやすい資料であると思われる。

　　　指導にあたっては、めぐみと香織の置かれている立場をはっきりさせ、香織の努力に対して、めぐみが自分の利益しか考えていないことを明らかにし、香織の立場になっためぐみが、どんな気持ちになったかを具体的に考えさせる。集団の中では自分のことだけではなく、一人一人が周りのことを考えて、集団として一つの目標に向かって努力していこうという気持ちを高めさせたい。中心発問に対して生徒からは友情・信頼という価値が出されることが予想されるが、深入りを避ける。

４　指導計画　　１時間完了（本時）

５　本時の指導

(1) 本時のねらい
主人公のめぐみとキャプテンの香織との考え方の違いを理解しながら、めぐみの心情にせまり、集団生活の向上のために力を尽くそうという道徳的実践意欲を高める。
　(2) 準備・資料
　　教師　集団で活動している写真（学級・部活動・学年・校外学習の班）、ワークシート
          めぐみと香織の絵
(3) 関　連
１年「わたしは言った」　２年「ハイキング」「学級新聞作り」　３年「明かりの下の燭台」
※　「ハイキング」では自分勝手な行動をとらず、互いに理解し合う気持ちを育てることに重点を置く。また、「学級新聞作り」では、集団生活の中では、個々で努力するだけではなくみんなで協力して一つのものを作り上げることの大切さに気づかせることに重点を置く。そして、「チームワーク」では利己心や狭い仲間意識を克服し、協力し合って集団生活の向上に努めることに重点を置く。
(4) 指導過程　　○　主な発問　◎　中心発問
	段
	分
	学習活動・主な発問と予想される生徒の反応
	形資
	手だておよび留意点

	意識化
	３

	１　自分の身近な「集団」にはどんなものがあるか考える。
○　自分の周りの「集団」にはどんなものがあるか考えてみましょう。

・　部活動。学級。学年。委員会。
	斉

写真

	○　普段の学校生活の中から、本時のねらいについて考えられるように方向付けを行う。

○　写真を見せることでよりイメージを沸かせる。

	
	
	・　職場。校外学習の班。ブロック。
	
	○　資料名を書く。
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握
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	２　資料の範読を聞き、話し合う。

(1)　教師の範読を聞き、資料の内容について確認する。
(2)　香織が２年生の責任者として苦労しているのを見て見ぬふりをしていたときのめぐみの気持ちについて話し合う。

○　香織が３年生にいじわるをされているのを見ていたとき、めぐみはどんな気持ちだったと思いますか。
・　もうすぐ３年生が引退するからがまんすればいい。
・　かわいそうだなあ。
・　私は自分のことを一生懸命やっているから関係ない。
 (3)　香織が部活を辞めると言ったときのめぐみの気持ちについて話し合う。

○　香織が「部活を辞める」と言ったとき、めぐみはどんな気持ちだったと思いますか。

・　今辞められたらペアがいなくなってしまう。
　・　いくら大変だからって辞めなくてもいいのに。
(4)　香織がいなくなってからのめぐみの気持ちをワークシートに書いて話し合う。

◎　なぜ、めぐみは香織に「もう一度チームワークをつくろうよ。だからやめるなんて言わないで」と言う決心をしたのだと思いますか。

・　自分が責任者になって香織がつらい思いをしていたことに気付いたから。
・　もう一度香織といっしょに目標をめざしてテニスがしたいと思ったから。
・　これからは香織に考えさせるだけではなく、めぐみも一緒に考えようと思ったから。
	斉

絵
斉
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	○　主人公であるめぐみの気持ちを想像させながら範読を聞かせる。

○　範読後、資料を片付けさせ、内容を確認する。
○　１年生は言うことを聞かない。２年生は自分勝手、３年生はいじわるをしてくると、どの学年にも苦労していることを確認する。
○　めぐみは自分の利益だけを考えていて、香織のことは何も考えていなかったことに気付かせる。
○　めぐみにやめられて困るのは「自分」という自分本位の気持ちになっていることに気付かせる。
○　生徒からは「自分が責任者をやりたくないから」という気持ちが多く発言されると予想されるので、めぐみの「チームワーク」という言葉に注目させ、生徒の思考を深めさせる。

○　ワークシートに書く様子を見て、自分の利益を優先させていた主人公が、チームのために「もう一度香織とがんばりたい」と考えていることに気づいた意見を意図的指名し、発言させる。

○　「友情・信頼」の価値になってしまわないよう配慮する。

	価値の内面的な自覚
	12
	３　今、自分の所属している集団を振り返り、自分にできることをワークシートに書いて考える。
○　今、自分のいる集団を振り返って、自分にできることはないか考えてみよう。
・　部長がつらいとき、話を聞いてあげて、部長任せにならないようにする。　
・　学級委員だけに任せるのでなく、一人一人が自分のやるべきことを考える。
	個
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	○　意識化で確認した集団を参考に考えてみるよう助言する。
○　周りの様子になかなか気付かず、自己中心的に考えてしまいがちな女子生徒の書く内容や書く様子に注意して、机間指導する。

	まとめ
	３
	４　集団生活についての教師の説話を聞く。
	斉

	○　集団生活に対する教師の思いを話し、余韻をもって終わる。
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